
し
ら
じ
窪
都
住
跡
地
の

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

境
界
確
定
は
昨
年
４
月

に
終
了
。
社
会
福
祉
法
人
か
ら

は
前
向
き
な
利
用
意
向
を
確

認
。
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い

で
は
公
園
等
に
と
の
要
望
も
あ

っ
た
。
都
と
情
報
交
換
を
密
に

し
、
各
要
望
や
意
向
に
配
慮
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
可
能
な
限

り
努
力
す
る
。
敷
地
内
に
埋
設

の
古
い
水
道
管
は
、
都
が
来
年

度
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る
危
機

管
理
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

地
震
発
生
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
人
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際

の
対
応
は
。
ま
た
近
年
、
火
災

発
生
時
の
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が

聞
か
れ
な
い
が
、
先
般
の
台
風

で
も
避
難
勧
告
、
指
示
の
周
知

徹
底
の
遅
れ
か
ら
、
高
齢
者
な

ど
が
多
く
犠
牲
に
な
っ
た
。
サ

イ
レ
ン
、
防
災
無
線
等
を
含

め
、
情
報
伝
達
方
法
の
検
討
は
。

市
の
公
共
施
設
26
施
設

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
37
基
。
７

月
の
地
震
で
は
４
施
設
６
基
が

緊
急
停
止
。
一
定
以
上
の
揺
れ

で
地
震
時
管
制
運
転
装
置
が
作

動
し
、
直
近
の
階
に
停
止
し
て

可
欠
で
あ
る
。
決
意
は
あ
る
か
。

当
然
、
行
革
の
先
頭
に

立
ち
、不
退
転
の
決
意
で
臨
む
。

市
民
の
負
担
も
お
願
い
す
る
。

行
革
に
聖
域
は
あ
る
か
。

聖
域
は
な
い
。
下
水
道

や
国
民
健
康
保
険
は
、
利
用
者

負
担
で
運
営
と
い
う
原
則
か
ら

外
れ
て
お
り
、
見
直
し
を
急
ぐ
。

都
計
道
未
着
手
路
線
に
つ
い
て

今
年
度
終
了
の
二
次
化

計
画
の
未
着
手
路
線
の
対
応
は
。

柳
沢
駅
北
口
が
未
着
手

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
三
次
化

で
路
線
を
選
定
し
て
い
く
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

行
革
の
目
標
達
成
の
た

め
に
は
市
長
自
身
の
現
下
の
厳

し
い
社
会
経
済
情
勢
の
把
握
と

的
確
な
市
財
政
の
展
望
と
を
持

ち
、
適
切
な
決
断
と
指
示
が
不

保
谷
中
体
育
館
建
設
に
つ
い
て

保
谷
中
体
育
館
の
建
設

工
期
は
１
年
半
と
長
期
で
あ
る
。

生
徒
へ
の
安
全
･
騒
音
･
熱
中

症
対
策
な
ど
万
全
を
尽
く
せ
。

教
育
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
空
調
機
の
設
置
を
含

め
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

本
町
小
正
門
前
の
安
全
対
策

バ
ス
通
り
を
横
断
し
た

正
門
側
に
歩
道
が
な
く
危
険
!!

関
係
機
関
と

連
携
し
、
検
討
を
進
め
た
い
。

商
店
街
支
援
の
条
例
に
つ
い
て

テ
ナ
ン
ト
等
の
商
店
街

未
加
入
・
催
事
不
参
加
等
に
よ

る
商
店
街
の
空
洞
化
を
防
げ
！

本
年
度
中
に

懇
談
会
の
結
論
を
出
す
予
定
だ
。

庁
内
検
討
委
員
会
で
検
討
中
。

幹
線
道
路
、
生
活
道
路

の
歩
車
道
分
離
、
電
線
地
中
化

の
年
次
計
画
の
進
行
状
況
は
。

都
市
計
画
道
路
の
整
備

に
あ
わ
せ
て
促
進
し
た
い
が
、

市
道
は
難
し
い
。

就
学
時
ま
で
乳
幼
児
医

療
費
無
料
化
の
考
え
は
。

平
成
18
年
度
か
ら
段
階

的
に
実
施
す
る
。

小
学
校
普
通
学
級
に
通

市
長
就
任
時
①
保
谷
駅

南
口
再
開
発
②
住
吉
公
民
館
建

て
か
え
③
（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
建
設
に
つ
い
て
抜
本

的
に
見
直
し
す
る
と
あ
っ
た
が
、

①
、
②
は
現
行
計
画
の
継
続
、

③
は
１
年
間
延
伸
と
し
た
。
今

回
支
持
会
派
に
中
間
報
告
が
提

出
さ
れ
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

は
、
中
止
、
大
幅
変
更
、
現
行

継
続
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
を

学
す
る
障
害
児
の
介
助
員
設
置

を
１
年
以
内
に
実
現
は
？

（
答
弁
な
し
）

市
内
木
造
住
宅
１
万
９

千
棟
（
昭
和
58
年
以
前
建
築
）

に
対
す
る
耐
震
診
断
、
耐
震
補

強
に
対
す
る
考
え
は
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
る
が
、
検
討
す
る
。

４
年
以
内
に
30
人
学
級

の
検
討
結
果
は
。

（
答
弁
な
し
）

校
庭
や
公
園
の
禁
止
事

項
を
な
く
し
、
時
間
を
決
め
て

子
ど
も
や
動
物
に
開
放
を
望
む
。

（
答
弁
な
し
）

指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
当
た
り
、
従
来
施
設
ご
と
に

定
め
た
条
例
を
一
本
化
し
た
が
、

10
以
上
の
体
育
施
設
を
１
人
の

指
定
管
理
者
に
ゆ
だ
ね
る
の
は

無
理
が
な
い
か
。
ま
た
、
市
内

に
多
数
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に

新
制
度
下
の
公
共
施
設
を
ど
う

利
用
さ
せ
る
か
、
市
の
考
え
は
。

制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
実
務
的
検
討
を
さ
ら
に
深

め
る
必
要
が
あ
り
、
公
募
は
２

年
後
ぐ
ら
い
に
行
い
た
い
。
そ

の
間
に
今
後
の
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
施
策
の
あ
り
方
、
行
政
コ
ス

見
え
に
く
い
が
対
応
は
。

電
線
の
地
中
化
は
進
め

た
い
が
財
源
的
に
厳
し
い
。
将

来
の
東
大
農
場
と
の
関
係
を
考

え
れ
ば
、
旧
青
梅
街
道
か
ら
北

側
も
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
イ
チ
ョ
ウ
の
件

な
ど
に
つ
い
て
は
早
急
に
現
地

調
査
す
る
。
町
の
活
性
化
努
力

に
は
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

ト
の
縮
減
、
民
間
の
知
恵
を
生

か
す
工
夫
な
ど
を
調
査
検
討
し
、

円
滑
な
導
入
を
図
っ
て
い
く
。

田
無
駅
北
口
の
景
観
整
備
を

田
無
駅
北
口
大
通
り

は
、
旧
青
梅
街
道
を
越
え
る
と

街
路
樹
が
変
わ
り
、
電
線
も
地

中
化
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
統
一

性
が
な
い
。
東
大
農
場
前
ま
で

一
体
的
に
整
備
さ
れ
れ
ば
、
景

観
が
よ
く
な
り
町
が
活
性
化
す

る
。
ま
た
、
イ
チ
ョ
ウ
が
成
長

し
過
ぎ
、
電
線
と
す
れ
合
っ
て

い
て
危
険
だ
。
夜
間
は
街
灯
が

少
な
く
暗
い
の
で
、
バ
ス
停
も

合
併
記
念
公
園
の
整
備
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、

地
域
情
報
化
の
推
進
は
進
行
し

て
い
る
が
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
今

後
の
予
定
と
見
直
す
事
業
は
？
　

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
し
、
今

後
総
合
計
画
の
検
証
の
結
果
に

よ
っ
て
は
合＊　
　併
特
例
債
計
画
事

業
の
開
始
時
期
の
延
伸
や
事
業

の
有
料
化
に
お
け
る
ご
み
収
集

体
制
の
一
元
化
や
学
校
の
統
廃

合
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

な
ど
の
影
響
で
児
童
数
の
将
来

的
な
予
測
を
慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
だ
が
、
そ

の
原
因
を
検
証
し
、
第
２
次
行

革
に
お
い
て
取
り
組
み
を
工
夫

し
て
目
的
を
達
成
し
て
い
く
。

行
革
に
お
け
る
職
員
千

人
体
制
と
公
共
施
設
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
問
う
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
指

定
管
理
者
制
度
も
選
択
肢
と
し
、

民
間
委
託
や
協
働
を
織
り
ま
ぜ
、

効
率
的
に
運
営
し
て
い
く
。

量
の
縮
小
の
見
直
し
を
行
う
。

第
１
次
行
財
政
改
革
大

綱
の
成
果
、
未
執
行
の
状
態
と

そ
の
原
因
に
つ
い
て
。

項
目
別
の
達
成
状
況
で

は
約
７
割
の
項
目
で
目
的
を
達

成
し
、
歳
入
面
で
約
３
億
円
、

歳
出
面
で
16
億
円
の
累
積
効
果

が
あ
り
、
20
億
円
弱
の
財
政
的

な
効
果
が
あ
っ
た
と
推
定
。
所

期
の
目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
項
目
で
は
、
例
え
ば
、
ご
み

一般質問（4）

第22号（5）

しらじ窪都営住宅跡地（新町１丁目）

行
政
改
革
に
つ
い
て

み
ず
か
ら
行
革
本
部
の

本
部
長
と
な
り
、
大
綱
を
策
定

す
る
が
、
市
長
の
決
意
は
。

不
退
転
の
決
意
で
や
る
。

市
民
へ
の
公
表
及
び
周

知
の
手
段
は
。

市
報
・
Ｈ
Ｐ
・
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
・
図
書
館
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

三
位
一
体
の
改
革
が
進

み
、
臨
財
債
が
実
質
的
に
交
付

税
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

（
答
弁
な
し
）

国
民
健
康
保
険
料
・
下

水
道
使
用
料
の
適
正
化
が
不
可

欠
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
考

慮
す
る
対
象
と
す
る
の
か
。

当
然
対
象
と
す
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
数
字

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
幾
ら

削
減
さ
れ
て
、
幾
ら
必
要
に
な

る
の
か
示
し
て
ほ
し
い
。

で
き
る
だ
け
明
確
に
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

市
長
就
任
後
半
年
以
上

経
過
し
て
い
る
が
、
検
証
は
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
！

捨
て
看
条
例
の
制
定
を

幹
線
道
路
や
交
差
点
の

捨
て
看
は
街
の
美
観
を
損
ね
、

子
ど
も
た
ち
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。
撤
去
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員
制

度
、
広
告
主
に
対
す
る
罰
金
制

度
等
、
条
例
制
定
を
ぜ
ひ
検
討

す
べ
き
。

質
問

質
問

市
長

質
問

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

教
育
長

質
問

市
長

市
民
生
活
部
長

行
革
大
綱
の
考
え
方
を
問
う
！

捨
て
看
条
例
の
制
定
を
検
討
せ
よ
！

稲
垣
　
裕
二
（
自
民
）

市
長
の
政
権
公
約
泡
と
消
え
る
？

今
後
の
市
政
は
市
民
に
負
担
増
　

浅
野
　
　
司
（
自
民
）

保
中
の
体
育
館
建
設
は
空
調
機
等

学
習
環
境
と
安
全
を
最
優
先
せ
よ

酒
井
　
澄
（
自
民
）

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
支
援
の
施
設

管
理
を
／
田
無
駅
北
口
景
観
整
備

海
老
沢
　
進
（
自
民
西
）

合
併
時
の
建
設
計
画
の
実
施
と

行
財
政
改
革
千
人
体
制
の
確
立
を
！

保
谷
　
育
彦
（
自
民
西
）

都
住
跡
地
利
用
計
画
及
び

災
害
時
危
機
管
理
対
策
は

中
山
　
寛
子
（
自
民
西
）

質
問

市
長

質
問

市
長

答
弁

市
長

市
長

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

学
校
教
育
部
長

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

意
見

提
案

高�

教
育
長

市
長

教
育
長

市
長

伏見稲荷通り（本町小前）

田無駅北口大通り（農協前通り）

用
語
の
解
説
①

○
交
付
団
体
・
不
交
付
団
体

地
方
自
治
体
が
、合
理
的
か

つ
妥
当
な
水
準
の
事
務
執
行

や
財
産
管
理
が
行
え
る
よ
う

に
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費（
基

準
財
政
需
要
額
）と
標
準
的
な

税
収
見
込
み
額（
基
準
財
政
収

入
額
）
を
算
定
し
、収
入
が
不

足
す
る
場
合
に
そ
の
差
額
を

国
が
交
付
す
る
税
を
地
方
交

付
税（
交
付
税
）と
い
い
、交
付

税
が
交
付
さ
れ
る
自
治
体
を

交
付
団
体
、交
付
さ
れ
な
い
自

治
体
を
不
交
付
団
体
と
い
う
。

○
経
常
収
支
比
率

地
方
公
共
団
体
財
政
の
硬

直
度
な
い
し
は
余
裕
度
を
示

す
指
標
で
あ
り
、
人
件
費
、
物

件
費
、
扶
助
費
等
（
臨
時
的
な

も
の
を
除
く
。）
の
経
常
的
経

費
が
普
通
税
、
地
方
譲
与
税
、

普
通
交
付
税
等
（
使
途
が
特

定
さ
れ
な
い
も
の
）
に
占
め
る

割
合
を
パ
ー
セ
ン
ト
表
示
し
た

も
の
。
通
常
70
〜
80
％
程
度

が
好
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
介
護
の
拠
点
と
し
て

高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
総
合

的
・
横
断
的
に
支
援
す
る
た

め
、
人
口
２
〜
３
万
人
に
１

ヵ
所
程
度
を
目
安
に
設
置
さ

れ
る
予
定
。
地
域
に
お
け
る

①
総
合
的
な
相
談
・
支
援
、

②
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

③
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
中
核
機
関
と

し
て
創
設
さ
れ
る
も
の
で
、

市
町
村
の
直
営
の
ほ
か
、
医

療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
運
営
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

ド
ア
が
開
く
が
、
10
〜
20
秒
程

度
で
再
び
閉
ま
り
、
そ
の
後
は

専
門
の
業
者
で
な
い
と
開
け
ら

れ
な
い
。
現
在
、
こ
の
装
置
の

設
置
状
況
と
機
能
の
作
動
状
況

を
調
査
中
。
安
全
確
保
の
た
め

の
情
報
提
供
で
は
、
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
も
時
に
は
必
要
。
情
報
シ

ス
テ
ム
と
あ
わ
せ
検
討
を
進
め
る
。




